
第３４回熊本県高等学校英語スピーチコンテスト実施要項 

熊本県高等学校教育研究会英語部会 

 

１ 趣  旨  英語教育の一環として、英語による自己表現力を伸ばし、英語に対する

関心を高めるとともに、国際的視野を持つ人材の育成に資する。 
 

２ 主  催   熊本県高等学校教育研究会英語部会 
 

３ 後  援   熊本県教育委員会（予定） 
 

４ 期  日   令和３年９月１８日（土） 

               受付  ９：２０ ～ ９：５０ 

               開会  １０：００   

閉会 １６：００（予定） 

（全体の開閉会式は行わない。出場者をグループ分けし、グループ順に受

付時間と発表時間を設けて実施する。結果は後日、各学校宛に郵送する。） 
 

５ 会  場   熊本学園大学 

熊本市中央区大江２丁目５番１号（地点名【熊本市：南千反畑】） 

TEL 096-364-5161 
 

６ 参加資格  熊本県内の高等学校、特別支援学校（高等部）、高等専門学校の１～３年

に在学する生徒であること。 

 ＊海外生活体験等による制限は設けないが、留学生並びに米軍基地内の 

  学校のように、外国の学校に在籍する生徒は参加できない。 

＊上位２人は、１１月６日（土）に長崎県で行われる九州大会への参加

資格を得る。九州大会上位２人は全国大会への参加資格を得る。 

＊九州大会及び全国大会は、第 1部（参加資格に制限あり）と第２部（参

加資格に制限なし）の２部制で行われる。（別紙九州大会要項抜粋参照） 

＊本県コンテストにおいては２部制は採用しない。ただし、九州大会参

加資格を得た参加者については、第１部、第２部のいずれか該当する

部に参加する。 
 

７ 内  容  内容は自由とするが未発表のものに限る。 
 

８ 制限時間    ４分３０秒から５分３０秒 

（制限時間に満たない場合または制限時間を超える場合は、減点の対象

とな  る。） 
 

９ 参加者数  ３０名程度 １校より複数名参加する場合は、全参加者数を鑑み、校内

順位に従って、１校あたりの参加者数を調整する場合もある（分校、校  

舎も１校とみなす）。なお、各校から出場できる生徒は２名までとする。 
 

10 表  彰    （１）１位から６位までを決定し、賞状・賞品を授与する。 

                （２） 表彰式後に、入賞者の写真撮影を行うが、その写真は高英研ＨＰ、 

および「英語熊本５６号」に一部掲載する。 
 

11 提出書類  （１）参加申込書：申込書によりメールで申し込む。 

                （２）英文原稿（Ａ４）：【参考（提出原稿書式）】により作成し、メール

に添付して送信する。 



12 申 込 先   高英研事務局  

 E-mail: koueiken-app@mail.bears.ed.jp (申込み専用メールアドレス) 

 

13 申込期限  令和３年９月１日（水）必着 

        ＊事前に審査員へ原稿を渡す必要があるため、期日厳守のこと。 

 

14 審 査 員    日本人２人、外国人２人 

 

15 審査基準    内容：Contents（構成、論旨等）   ５０点 

        英語：English （発音、イントネーション等)   ３０点 

        態度：Delivery（表現、伝達等）      ２０点 

 

16 発表順序  主催者で公平に抽選して決定する。 

（参加校へは９月１０日（金）までにメールによる文書で通知します。 

期日を過ぎても文書が届かない場合は高英研事務局へお問い合わせくだ

さい。）                                      

 

17 そ の 他  （１）小道具の使用は認めない。 

（２）発表者はマイクを使用する。 

                （３）原稿の持ち込みは認めるが、発表に際して、常に原稿を読んでい

る場合は、Delivery で減点されることがある。 

（４）九州大会に参加する際、県大会の原稿に大きな改変を加えてはな

らない。 

                （５） 九州大会参加者の旅費については、参加校による負担となります。 

        （６）大会の記録上、大会事務局によるカメラ・ビデオの撮影を行う。 

        （７）他の参加者の発表をカメラ・ビデオで撮影する場合には大会事務

局の許可を得る。 

        （８）新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、大会の実施方

法等が変更されることもあります。 

        （９）新型コロナウイルス感染症対策については、大会前に追って連絡

します。 

 

 

【参考（提出原稿書式）】 

１ 上下左右の余白  各２０ｍｍ 

２ 文字数と行数   文字数４０字 行数４０行 

３ フォント     Century または CenturyOldst １２pt 
４ その他      文末のピリオド等の後には２スペース空ける。 

各段落の行頭はスペース空ける。 

 

書き出しのレイアウト 

 

タ イ ト ル（英） 

                                            学校名（英） 

                                             氏 名（英） 

 

本  文 



（別紙） 

令和３年度 第３１回九州地区高等学校英語スピーチコンテスト実施要項（案）より抜粋 
 

８．実施概要：  
（１） 県大会を実施し、各県大会で選ばれた代表２名（計１６名）が九州大会に臨む。 
（２） 第１部（参加資格に制限あり）、第２部（参加資格に制限なし）の２部制とする。 

    各県は、第１部に１名以上の参加者を出すことが望ましい。 
 
１０．参加資格：  

わが国の高等学校および中等教育学校（後期課程）、高等専門学校（１～３学年）など

の学校に在学し、九英連の各県における選考会において県代表として選出された生徒

とする。（１県２名以内とする。） 
 

第１部に参加できる者は、下記(a)～(c)のいずれにも該当しない生徒とする。 

(a)満５歳の誕生日以後に、通算 1 年以上または継続して６ケ月以上、英語圏（英語を

第一言語、または公用語、または公用語に準ずる言語として使用する国、地域）に

居住した者。 

  ※英語圏詳細については全英連ホームページを参照すること。 

 

(b)日本国内、海外を問わず、６ケ月以上、英語以外の教科に関し、実態として英語に

よる教育を行っている学校（アメリカン・スクール、インターナショナル・スクー

ル、または授業科目の半分以上を英語で教育を行っている学校を含む）に在籍し、

その教育を受けたことのある者。 

 

(c)満５歳の誕生日以後に、保護者または同居親族に、英語を母語とする者、もしくは

英語圏出身の者がいる場合。 

 

第２部に参加する者は、上記(a)～(c)のいずれかに該当する生徒とする。 

外国籍の生徒も参加できる。ただし、留学生は参加できない。 
米軍基地内の学校のように、外国の学校に在籍する生徒は参加できない。 

参加者は学校長の推薦を必要とする。第１部参加者については、当該学校長は推薦の 

際、参加資格に抵触しないことを証するものとする。   

 

  



     この様式とスピーチ原稿のみお送り下さい。鑑文は不要です。 

送付先 
高英研事務局 
（熊本県立熊本北高等学校内） 

 回答日 令和３年   月   日 
学校名  

担当者 春木 誠仁 担当者  
Email koueiken-app@mail.bears.ed.jp Email  

 

【提出期限】 令和３年９月１日(水)  メール件名「スピーチ○○高校」 

＊スピーチ原稿を添付して送付すること。 

 

第３４回熊本県高等学校英語スピーチコンテスト参加申込書 
 

氏  名 

漢  字  
性別 校内順位 

(複数名申込み

の場合のみ) 

(   )名中 

(   )位 

男 
・ 
女 ローマ字  

タイトル 
（英語） 

 

学 校 名 

（日）  

（英）  

学  年  

＜参考＞ 
下記(a)(b)(c)に該当する場合は〇をつけること。 

該当しない場合は記入不要。 
(a)     (b)     (C) 

 
 
 

(a)満５歳の誕生日以後に、通算 1 年以上または継続して６ケ月以上、英語圏（英語を第一

言語、または公用語、または公用語に準ずる言語として使用する国、地域）に居住した

者。 

※英語圏詳細については全英連ホームページを参照すること。 

 

(b)日本国内、海外を問わず、６ケ月以上、英語以外の教科に関し、実態として英語による教

育を行っている学校（アメリカン・スクール、インターナショナル・スクール、または授業科目

の半分以上を英語で教育を行っている学校を含む）に在籍し、その教育を受けたことのあ

る者。 

 

(c)満５歳の誕生日以後に、保護者または同居親族に、英語を母語とする者、もしくは英語圏

出身の者がいる場合。 

 

（九州地区高等学校英語スピーチコンテスト実施要項参加資格より抜粋） 


